
生涯学習に関する市民意識調査（案） 

■調査の目的 

堺市民の生涯学習活動に関する実態及びニーズを調査し、平成28年度策定「堺市生涯学習支

援計画」期間中の市民意識の経年変化を掌握し、本市生涯学習施策を効果的に進めるための基

礎資料とするため、調査を行う。 

 

■調査の方法 

調査範囲 堺市内全域 

調査対象 満18歳以上の男女市民 

標本規模 3,000人 

抽出方法 区別の人口比により無作為で抽出 

調査方法 郵送による無記名アンケート方式 

調査期間 令和3年1月中旬～下旬 

 

■調査の内容【１～３は前回質問から変更なし、４のみ質問に関する説明文を修正】 

１．属性 Ｆ１．性別、Ｆ２．年齢、Ｆ３．居住場所、Ｆ４．職業 

Ｆ５．居住年数、Ｆ６．家族構成、Ｆ６付問．未就学児の有無 

２．生涯学習への 

関わりについて 

問１．生涯学習のイメージ 

問２．生涯学習活動実施の有無 

問３．生涯学習活動の内容 

問４．生涯学習活動を行っている方法 

問４付問．グループ等の活動内容 

問５．生涯学習を行っている場所 

問５付問．生涯学習を行っている公共の屋内外施設の種類 

問６．生涯学習施設の場所 

問７．生涯学習活動を行っている目的  

問８．生涯学習成果を活かしている場面 

問９．生涯学習活動上で手に入れたい情報 

問10．生涯学習活動を行っていない理由 

３．今後行ってみたい 

生涯学習活動に 

ついて 

問11．今後行ってみたい生涯学習活動 

問12．今後行ってみたい生涯学習活動の方法 

問13．今後行ってみたい生涯学習活動の時間帯 

問14．今後行ってみたい生涯学習活動の場所 

問15．各種情報の入手先 

４．市の生涯学習 

施策について 

問16．「市民の主体的な課題解決を支えるまちづくり」施策への満足度 

問17．「人と人をつなぐまなびづくり」施策への満足度 

問18．「まなびを通じた絆づくり」施策への満足度 

問19．「次世代につなげるまなびづくり」施策への満足度 
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■調査の内容【新規質問項目（案）】 

５．新型コロナウイルス感染症による学びの変化について 

問 20．学習に関する意識の変化についてお聞きします。新型コロナウイルス感染症の拡大前に比べて、学びに

関する意識に変化はありましたか（１つ） 

１ はい           ２ いいえ          ３ わからない 

 

問 20 附問．（はいと答えた方）どのような意識の変化がありましたか。（最大３つ） 

１ 学ぶことの必要性を意識するようになった    ２ 学びの環境の重要性を意識するようになった 

３ 学びたいことや目標が明確になった         4 人とのつながりが大切だと感じるようになった 

５ その他（具体的に）              ６ 特にない 

 

問 21．今回の感染症拡大前に比べ、学ぶ時間はどのように変化しましたか（１つ） 

１ 大幅に増加した    ２ やや増加した      3  変わらない 

４  やや減少した     5  大幅に減少した     6  その他 

 

問 22．外出自粛期間を機に、インターネットを活用した学習（オンライン学習）をしましたか（最大 2 つ） 

１ ネットニュースや YouTube などを使ってオンライン学習をした 

２ 双方向でのオンライン学習（zoom や LINE、Skype など）を受講した 

３ オンライン学習をしていない           

４ オンライン学習ができる環境にない 

５ パソコンやスマートフォンは持っているが使い方がわからない 

 

問 23．今後、オンライン学習をしてみたいと思いますか（最大２つ） 

１ すでにオンライン学習をしており、今後も続けたい   ２ オンライン学習をしてみたい 

３ オンライン学習よりも、集まって学習したい       ４ 興味がない 

５ わからない                         ６ その他（具体的に） 

 

問 24．新型コロナウイルス感染拡大の他、様々な社会情勢の変化がある中、今後、堺市の生涯学習で重点

的に取り組んでほしいことはありますか。（最大３つ） 

１  

２  

３  

４  

５  

６  

７ ～ 

 その他（具体的に） 

 

例 

オンライン講座の開催 

学習情報の提供や相談の充実 

身近な学びの場の創出  等・・・ 


